
モード 対象 メニュー
省エネメニュー

設備の高効率化

地域エネルギーシステムの導入効果

省エネ行動

電力デマンドレスポンスメニュー

需要を上げる対策

需要を下げる対策

照明
空調（個別）
空調（セントラル）
空調（個別）
空調（セントラル）
給油
空調、給湯
全体
全体
空調機
照明（共）
照明（専）

コンセント (専 )
全体
全体
負荷
照明 (共 )
照明 (専 )
コンセント (専 )
その他 (共 )
空調機
全体
全体

照明の LED化
空調設備の高効率化（個別）
空調設備の高効率化（セントラル）
空調方式の転換（個別→セントラル）
空調方式の転換（セントラル→個別）
給湯設備の高効率化
地域エネルギー導入による高効率化
CGS導入による高効率化
再生可能エネルギー（太陽光発電）の利用
設定温度緩和（デマンドレスポンスと同様）
共用部の減光（デマンドレスポンスと同様）
専有部の減光（デマンドレスポンスと同様）

PCのスケジュール見直し
任意の時間に充電（HV、EV）
任意の時間に蓄電（BATT導入）
在宅誘導 _平日の出社率Down
共用部の消灯
専有部の減光 (調光→300lx)
PC のスケジュール見直し（BATT利用）
エレベータの間引き運転
設定温度緩和
任意の時間に放電（HV、EV）
任意の時間に放電（BATT導入）

建物単体からエリアへ拡がるエネルギーマネジメント

・実態把握・不具合分析
・設備の適正運用・維持改善

建物単体

求められる機能

・エリアエネルギーマネジメント
（取組みの水平展開、
　大きな調整力の確保）
・エリアブランディング
（環境認証取得建物の普及）

多数建物

地域スケール建物スケール

・自立電源の活用（特定送配電事業）
・熱・電力需要予測（AI活用）
・地域熱供給事業
・避難拠点、BCP対応

複数建物

街区スケール

CEMS
 

Community Energy
Management
System

AEMS
Area Energy Management

System

今後は…

REMS※
Regional Energy 
Management
System

BEMS
 Building Energy

Management
System

※REMS：Regional Energy Management System 地域スケールのエネルギーマネジメントシステム

3D都市モデル

エネルギー文献値と
実績値データ

REMのメニューと
効果検証 可視化手法の開発

エネルギー需給の
可視化

環境価値の可視化

都市モデルデータに
エネルギー需要データを紐付け

各建築物モデルに
実績データの付与

建物モデルにＲＥＭの効果の
付与や環境価値の可視化

3D都市モデルを用いた
地域エネルギーマネジメント支援システムの開発
Development of regional energy management system using 3D city models
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本開発の目的

開発の方法

検証の結果

カーボンニュートラルや分散型電源の普及などの背景により、建物単位から街区・エリア単位での地域エネ
ルギーマネジメントのニーズが高まっている。しかし、エリア全体のエネルギー需給を俯瞰するものはなく、様々
な都市情報との連携やエネルギーマネジメントを考慮した将来のエリアの在り方を考えるツールもないのが現
状である。さらに、地域エネルギーマネジメント（REM）の導入にあたって、建物のエネルギーデータは入手
困難のため、需給両面の取り組みや既存ストックを含めた事業計画や導入ポテンシャルの評価が課題である。

本開発は、ProjectPLATEAUにおけるユースケース開発として３D都市モデルを活用し、地域全体のエネ
ルギー需給予測や地域の省エネ対策の効果分析・可視化などを行う地域エネルギーマネジメント（REM）の
支援システムの開発を目的とする。

３D都市モデルの情報を用いた地域エネルギーマネジメントに関する3つの手法を開発し、UC-win/Roadを活用することで、簡易に地域エネルギーマネジメント
プラットフォームを構築した。

文献調査データの実績値を基に、建物一次エネルギー消費量推計モデル
を構築した。さらに、対象地域の建物エネルギー実績データと人流データ
を用いて、人流を加味して非住宅の年間一次エネルギー消費量推計モデル
を構築した。

エネルギー予測モデルに関して、実績データと比較検証を行い、既往研究と
同等以上の予測精度である事を確認した。

システムの有用性について、自治体、ビルオーナーとエネルギー団体を対象にツールの体験とヒアリングを目的としたワークショップを実施した。その結果、様々な地
域エネルギーマネジメントメニューの効果をビジュアルに比較検討できることにより、地域で協働して取組みを展開するためのファーストステップに寄与することに有効で
あることを確認した。

REMメニューを実施したことで地域全体の省エネ効果やDRの効果など
検証できる手法を構築した。

３D都市モデルの形状をUC-win/Roadに導入し、エネルギー需給表示
機能、REMメニュー効果表示機能及び環境価値表示機能を構築した。

統計モデルによる年間エネルギー需要予測モデル

エネルギー需給量と REM メニューの削減効果（シミュレーション計算結果）表示

検証会の実施 有用性検証の例（ REM の効果予測の有用性）

REM メニュー設定画面、シミュレーション計算結果の詳細表示画面、一覧表示画面

REM メニュー 可視化機能

ⅰエネルギー需給予測手法の開発

エネルギー需給予測手法の精度検証 システムの有用性の検証

開発の全体像

システムの機能と可視化手法

システムアーキテクチャ全体図

ⅱREMメニューの構築と効果検証手法 ⅲ３Dモデルを活用した可視化手法

3Dビュー

表示設定バー

情報タブ

Excel

地域エネルギーマネジメントアプリ：UC-win/Road
3D都市モデル

エネルギー需給管理プラン

環境価値表示
統計情報 等

QGIS

エネルギー需給予測
パラメータ

REMメニュー設定値

データ加工

太陽光発電予測データ

UC-win/Road
プロジェクト

プラン適用効果の詳細

太陽光発電量計算

REMメニュースケジュール

建物グループ

プラン適用効果の一覧

CityGML読込

3Dモデル表示

書出

読込

読込
エネルギー
需給計算

プロジェクト
書出

エネルギー
需給表示

人流データ
（建物毎の人数）

人流データ変換
（建物）

人流メッシュ表示ポイント型流動
人口データ 読込

人流データ変換(メッシュ) 人流データ
（メッシュ毎の人数）

カスタムシェーダ

建物リスト作成
建物リスト

データ 開発処理 開発ソフト既存ソフト既存処理

エネルギー消費量の予測値と実績値の比較
（事務所）

エネルギー消費量の予測値と実績値の比較
（商業施設）
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各メニューの内容理解 各メニューへの興味 実施可能性
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設備の
高効率化

地域エネルギー
システムの導入効果

省エネ行動

電力デマンド
レスポンス

44%

33%

44%

33%

44%

44%

56%

56%

22%

11%

11% 44%

44%

33%

44%

56%

33%

56%

44%

22%

11%

11%

25%

25%

25%

38%

31%

63%

38%

38%

31%

13%13%

13%

13%

13%

13%

13%

悪いやや悪い普通良いとても良い

出典：まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けた3D都市モデルを活用した民間サービス創出型ユースケース開発　（令和４年度）　【PLATEAUホームページ】https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-032/


